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1"1の分布は 1成分の指数関数で近似でき、 4X 108 M"IS'1とし、う結合速度定数が求められた。細胞に
与えるEGF濃度を変えてもほぼ同様の結果であった。一方、乃の分布は一山型となり、 2つの指数関








































以上のように、細胞表面に数万分子存在する EGF受容体のわずか 1%ほどが、 EGFなしに 2量体
(predimer)を作り、 predimerに対する EGFの結合速度は単量体の 100倍速いこと。 2量体に対する 2





















tethered state extended state predimer ofεGFR 
kinetic intermediale signaling dimer 
図5 構造ゆらぎによる反応中間体形成モデル
EGFRはtetheredまたはextendedと呼ばれる結晶
構造を持つ。tethered構造では分子内相互作用により、
EGF結合部位が変形し、親和性が著しく低くなってい
ると考えられている。extended構造は2量体中に見ら
れる構造であり EGFが結合している。我々の結果は
predimer形成によって受容体の構造ゆらぎが
extended状態に近づき、さらに一つ目の EGF結合に
よってもう一方のからの受容体がほとんど extended
に等しい構造に allostericに変化する(EGFは一方の
受容体としか相互作用しなし、)と考えれば、説明でき
る。
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